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Scilabで楽々数値計算
亀山　建太郎（機械工学科）
はじめに： 数値計算ソフトウェアの利用は応用数学の研究者コミュニティに始まり，制御工学・
信号処理などの分野に浸透していきましたが，その利用は長い間研究分野に限られたものでした．し
かし，コンピュータの普及に伴い，その利用範囲は近年急速に広がりつつあります．特に自動車・半
導体などCAE(Computer Aided Engineering)を積極的に導入している分野においては設計・製造工
程でも積極的に取り入れられつつあるため，今後これらツールの利用する能力は研究者だけではな
く，エンジニアにとっても必要不可欠になってくるだろうと思われます．そこで本稿では，本学計算
機センターのパソコンにインストールされているオープンソースの数値計算ソフトウェア【Scilab】
の紹介と，その基本的な利用方法について解説します．
1 Scilabとは何か
Scilabは，INRIA（フランス国立コンピュータ科学・
制御研究所）で開発された高機能な行列演算パッケージ
です．
この分野の商用ソフトウェアとしてはMATLAB1が有
名ですが，これは非常に高価であり，個人でおいそれと
手が出せる物ではありません．（追記：学生が個人のコン
ピュータにインストールして使うのであれば，1万円強
で student version を利用することができます）
その一方で，Octave2, Scilab3といったソフトウェア
が存在します．これらはMATLABに勝るとも劣らない
までの機能を有する上にオープンソース，つまり（物に
よってはある条件下で）無料で利用することができます．
しかも，このソフトウェアは本学計算機センターのパソ
コンにインストールされています．これを使わない手は
ありません．
そこで本稿ではこのようなソフトの利用経験がない方
を対象として【Scilab】の紹介と初歩的な利用法につい
て解説し，手っ取り早く使うための手がかりを提供し
ます．
2 とりあえず使ってみるインタプリタ編
インタプリタなどと仰々しい言葉を使いましたが，要
は「電卓のように一個ずつ値を入力して使う」というこ
とです．このような使い方でも，Scilabはかなり強力な
1サイバネット・システム：http://www.cybernet.co.jp/matlab/
2http://www.gnu.org/software/octave/（英語ページ）
3http://www.scilab.org/ja/
図 1: Scilabの起動．
ツールとなります．
まず Scilabを起動します．図 1のように，スタート
メニューから Scilabのアイコンを選んで下さい．する
と，図 2のような画面が現れます．これが Scilabのコ
マンド画面であり，全てのコマンド入力はここから行い
ます．
用いる記号ですが，Scilabでは普段C言語などで使わ
れる演算記号，すなわち + ¡ ¤ =を使って演算を行い
ます．例えば和 1+2ならば，カーソル【-->】に 1+2
と打ち込み，リターンキーを押すと
-->1+2
ans =
3.
と結果が出力されます．また，上の例では計算結果が表
示されていますが，その必要がないときは
図 2: Scilabのコマンド画面．
-->(10+35)/20;
とコマンドの末尾に【 ; 】セミコロンを付ければ表示さ
れません．また，そのときの計算結果は ansという変数
に格納されていますので，
-->ans
ans =
2.25
とすれば呼び出すことができます．
Scilabでは他にも様々なデータ型を利用することがで
きます．Scilabでは%iが虚数単位として予約されてい
ますので（ついでながら円周率は%piです），複素数は
-->b = 2 + 3*%i
b =
2. + 3.i
と定義でき，その積も
-->c = b*b
c =
- 5. + 12.i
と実数と同じ記法で計算することができます．
マトリクスの定義は
-->A = [1 0 2;
-->2 0 3]
A =
1. 0. 2.
2. 0. 3.
のように行います．各要素の間には空白を入れ，改行箇
所には【 ; 】（セミコロン）を入れます．また，マトリ
クスは複数行に渡って入力しなければなりませんので，
改行の時にはコントロールキーを押しながらリターンを
押してください．そうすれば式が評価されませんので，
続けて次の行を入力することができます．
転置の記号は【 ' 】ですので，A ¤ A0 の逆マトリク
スは
-->inv(A*A')
ans =
13. - 8.
- 8. 5.
と一行で計算することができます．（inv(¢)は逆マトリク
スを求める関数）これくらいになると Scilabの強力さ
が体感できると思うのですがいかがでしょうか？
さて，これまで幾つかの変数を定義してきましたが，
これらの変数は Scilabの【ワークスペース】という領
域に保存されています．ここに保存されている変数は，
コマンド【who user】を用いて
-->who_user
User variables are:
ans A b
と調べることができます．
3 関数を使う
Scilabには sinや expなど基本的な数学関数はもちろ
ん，制御・信号処理分野についても便利な関数が用意さ
れています．どんな関数が使えるかということにについ
ては，ヘルプ（英語）を参照してください．ちなみに sin
は
-->A = 30
A =
30.
-->sin(A/180*%pi)
ans =
0.5
のように使うことができます．
ヘルプは，アイコン から呼び出すことができます．
図 3は Elementary Function（基礎関数）項の sin関数
図 3: ヘルプ画面．
の使い方を表示したところです．また関数名に心当たり
があればアイコン から検索することもできます．
4 ベクトル・マトリクスの取り扱い
Scilabのようなソフトウェアを使うメリットとしては，
ベクトル・マトリクスの取り扱いが容易であり，関連す
る関数が豊富に用意されている点を挙げることができま
す．関数の説明はヘルプの Linear Algebra（線形代数）
の項に収録されています．
マトリクスの定義については第１章で簡単に触れまし
た．ベクトルもほぼ同様ですが，行ベクトルは
-->B = [11 12 13]
B =
11. 12. 13.
列ベクトルは
-->C = [14; 15; 16]
C =
14.
15.
16.
とします．【 ; 】が改行マークになっているわけです．ま
た行・列ベクトルの要素は
-->B(2)
ans =
12.
-->C(2)
ans =
15.
と要素番号を指定すれば簡単に取り出すことができま
す．ここで注意しなければならない点は，要素番号が 1
から始まるということです．（Ｃ言語の配列では 0から）
つぎはマトリクス要素を操作してみます．ひとつの要
素に対しては，
-->A = [1 2 3; 4 5 6; 7 8 9]
A =
1. 2. 3.
4. 5. 6.
7. 8. 9.
-->A(2,2)
ans =
5.
と，ベクトルとほぼ同じ操作です．ではAから 2£ 2の
部分マトリクスを取り出すにはどうするかというと，
-->A(1:2,2:3)
ans =
2. 3.
5. 6.
のように，【 : 】（コロン）を使って範囲指定を行います．
この例では，「Ａの 1 行から 2行まで．2列から 3列ま
で」という意味になっています．この記法はコロン記法
と呼ばれており，MATLABや Octaveでも同じ記法が
使われています．
5 とりあえず使ってみるプログラミング編
電卓的な使い方だけでは少し寂しいので，つぎはプロ
グラミング言語として Scilabを使ってみます．
エディタは何を使っても結構ですが，一応 Scipadと
いう専用のエディタが用意されています（図 4）．これ
は，Scilabのアイコン から立ち上げることができ，メ
ニューからプログラムの実行などが可能です．ちなみに
プログラムの拡張子は《.sce》ですので，メモ帳などを
使うときは注意しましょう．
次のリストはサイン波をグラフとして出力するプログ
ラムです．
1. // test
2.
図 4: 専用エディタ Scipad．
3. clear;
4.
5. MAX_STEP = 1000;
6. dt = 0.01;
7. STORE = zeros(MAX_STEP);
8.
9. for i=1:MAX_STEP
10. t = i*dt;
11. angle = sin(t);
12.
13. STORE(i) = angle;
14. end
15.
16. TIME = 1:MAX_STEP;
17. TIME = TIME*dt;
18.
19. plot(TIME,STORE);
抑えておくべきポイントとしては，
² 変数の宣言は不要
² 1行：コメントはＣ言語と同じ【//】
² 3行：コマンド【clear】でワークスペースに残っ
ている変数を消去しておく
² 7行：データを記憶する領域をベクトルとして確
保している．Scilabではデフォルトでは列ベクト
ルです
² 9-14行：for文の記法
² 16行：1からMAX STEPまでの値の入ったベク
トルTIMEを作成している．この場合特に指定し
図 5: sin関数の軌跡．
ていないので，値は 1ずつ増加するが，増加する
値を指定したいときは
TIME = 1:0.5:MAX STEP;
のように書く（この例では 0.5刻みでMAX STEP
まで）
といったところでしょうか．19行目のコマンド【plot】
はグラフを表示するための命令で，これは次の章で説明
します．
6 グラフィックの使い方
前章で紹介したリストの 19行目にグラフを描画する
コマンド【plot】を使いました．その結果を図 5に示し
ます．基本的な使い方は
plot(横軸データ，縦軸データ);
であり，データはどちらも列ベクトルです．また，横軸
データを用意しない場合，横軸は 1から順に増加する数
列が適用されます．
Scilabでは簡単に 3次元プロットを利用することがで
きるのも魅力的な点です．3次元グラフを描画するコマ
ンド【plot3d】は x，yの二点で決まる点 zすなわち
z = f(x; y)
をプロットします．また，x，y，zをベクトルで与える
と，隣り合う点同士を接続したサーフェイスをプロット
します．以下に sinカーブによるサーフェイスのプロッ
ト例とその結果（図 6）を示します．
図 6: sin関数の３次元プロット．
-->t=[0:0.3:2*%pi]';
-->z=sin(t);
-->Z = [z z z
　　　　　z z z z z z z z z z z z z z z z z z];
　　　　 （↑　印刷スペースの都合で改行）
-->plot3d(t,t,Z);
多少泥臭い記述になっていますが，使用するベクトルの
サイズとの関連がよくわかるのではないかと思います．
ちなみに，t, z, Z それぞれのサイズは
-->size(t)
ans =
21. 1.
-->size(z)
ans =
21. 1.
-->size(Z)
ans =
21. 21.
となっています．
7 物理系の数値シミュレーション
最後にボールの投げ上げを例にとって，簡単な数値シ
ミュレーションをしてみましょう．
まず，ボール投げ上げの数学モデルを導出します．重
力影響下において，ボールを初速度 v0 [m/s]で真上に投
げ上げた場合のボールの運動モデルは微分方程式により
dh(t)
dt
= v0 ¡ gt
と表すことができます．ここで tは時刻，h(t) [m]は時
刻 tのボールの高さ，gは重力加速度で g = 9:8 [m/s2]
です．また投げ上げるとき，手から離れる高さ（高さの
初期値）を h0 = 1 [m]とし，初速度は v0 = 20 [m/s]と
しました．
このモデルを用いて時刻 0 からボールが地面に落ち
るまで（即ち h(t) · 0 となるまで）のボール高度を
dt = 0:1 [s]毎に記録し，グラフにしてみましょう．
そのプログラムは以下のようになります．制御構文は
while文を使ってみました．
1. // Throw ball
2. clear;
3.
4. h = 1; // ボール初期高度
5. v = 20; // 投げ上げ初速度
6. g = 9.8; // 重力加速度
7.
8. dt = 0.1; // 時間刻み
9. t = 0; // 時刻
10.
11. STEP = 1; // カウンタ
12. STORE_H = h; // 高さ hを保存するベクトル
13. STORE_T = t; // 時間 tを保存するベクトル
14.
15. while(h>0)
16. dh = v*dt - g*t*dt; // ボール高度の更新
17. h = h + dh;
18.
19. STEP = STEP + 1; // カウンタを進める
20. t = t + dt; // 時刻を進める
21.
22. STORE_H(STEP+1) = h; // データの保存
23. STORE_T(STEP+1) = t;
24. end
25.
26. plot(STORE_T, STORE_H); // グラフ表示
26行のグラフ出力結果（図 7）を見ると，時間に対する
ボール高度の変化がよくわかります．
上記のプログラムでは簡単にするためオイラー法を用
いましたが，Scilab には優れた微分方程式の数値解法
（ode - ordinary di®erential equation solver）も実装さ
れています．より精度の高い計算結果が必要な場合には，
そちらを利用するとよいでしょう．
図 7: シミュレーション結果．
8 おわりに
以上，駆け足で Scilabの使い方を紹介しました．あと
は各自の必要性に応じてヘルプを読めば，すぐにでも即
戦力のツールになると思います．
学生さんの中には英語のヘルプを読むのがしんどいと
いう方もいるかもしれませんが，便利なソフトの多くは
海外で開発されたものであることに加えて，Scilab や
Octaveに関する日本語の解説書 [1, 2, 3] がほとんど無
いという状況を考えると，英語を読まざるをえないとい
うのが現状です．この際がんばって読んでみてください．
また最新のものではありませんが，インターネット上
に日本語化されたたドキュメント [4]が存在しますので，
そちらも併せて参考にすれは，より理解が深まるのでは
ないかと思います．
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